
ながはま０（ゼロ）次予防 

コホート事業の紹介 

京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻健康情報学分野 

中山健夫 

2012年10月13日 
日本医療情報学会関西支部 第１回講演会 

／日本医療ネットワーク協会共同シンポジウム 
TKP大阪梅田ビジネスセンター 



2 

Dissecting Human Disease in the PostGenome Era 
: The Importance of Epidemiology  

• 2003 ヒトゲノム解読完了宣言（二重ら
せん発見から50年目） 

• Peltonen & McKusick, Science 2002 

– 基礎的研究は、複雑な疾病遺伝子の最初の
識別や機能分析に大きな価値を持つ。 

– しかし、人間の疾病におけるこれらの遺伝
子の関与は、広範囲の疫学研究によって最
終的になされるべき。 



ながはま0次予防コホート事業 

• 長浜市と京都大学大学院医学研究科
の協定に基づく共同事業 

• 住民1万82人(30-74歳)参加 

• 生活習慣・環境、血液･尿検査、関
連検査などを幅広い健康情報を収集 

• 健康状態や疾病罹患、寿命等を追跡 

• 遺伝子含む包括的な健康のリスク因
子の解明を目指す 

• 地域を基盤とした生物医学研究と共
に、市民の健康づくりを支援 



  

ゲノム医学センター 

社会健康医学系専攻  

臨床系講座 

 呼吸器内科、免疫内科、消化器内科、糖尿病・栄養内科、整

形外科、泌尿器科、眼科、歯科・口腔外科 

・・・１０以上の教室・分野が協力 
  

京都大学医学研究科の 
分野横断的な協力体制 
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倫理的配慮 

1. ながはま０次予防コホート事業における試料等の蓄積
及び管理運用に関する条例（ながはまルール）を策定
（２００８年６月）、遵守 

2. 個人情報管理（個人情報⇔１次匿名化）は長浜市、京
大研究者はゲノム医学センターで１次匿名⇔２次匿名
化（再匿名化）されたデータのみで解析 

3. 京都大学医の倫理委員会と本事業独自の「長浜市０次
予防コホート事業審査会」による倫理審査 

4. 参加者には、包括的な個別インフォームドコンセント
を頂き、その時点で具体化されていない内容に関して
は、具体化した段階で情報提供を行い、拒否の機会を
確保（オプトアウト方式） 
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2009（H21） 8月  

NPO法人健康づくり０次クラブ発足 
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平成23年版科学技術白書 での紹介 
第1部  社会とともに創り進める科学技術  
第３章 第1節  社会・国民の参画による科学技術を活かした課題達成 P96 



０ 次 事 業 組 織 

事務局 
（長浜市・京都大学） 

ながはまコホート事業組織図 

長浜市長 医学研究科長 

ルール検討委員会 
（長浜ルールの改定） 

事業運営委員会 
（事業の運営） 

事業実施WG 事業計画検討
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サイエンティフィック・コミッティー 
（プロジェクトの評価、研究計画の審査） 



生涯カルテシステム 
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